
■後援　NHK京都放送局　厚生労働省　京都府　京都市　社会福祉法人京都府社会福祉協議会　社会福祉法人京都市社会福祉協議会　一般社団法人京都府薬剤師会　京都府リハビリテーション三療法士会協議会
　　　　公益社団法人認知症の人と家族の会 　

■主催　社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団　株式会社ＮＨＫエンタープライズ

■協力　認知症フォーラムドットコム■協賛　株式会社ツムラ

【オンライン参加型】400名【会場参加型】300名
※先着順に受け付け、定員に達し次第締め切ります。

定員
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申し込み方法など詳細は、裏面またはホームページをご覧ください。
【会場参加型】か【オンライン参加型】かをお選びいただけます。参加形態

・京都市営地下鉄東西線 「東山駅」
   より徒歩約8分

【交通】

2023年、認知症に関する新たな動きが生まれました。新薬の承認に加え、認知症基本法の誕生です。
これらによって、認知症との向き合い方はどう変わっていくのか。

本人と家族、そして医療者とともに、今後の展望を皆さんと一緒に考えます。

認知症のこれから
三宅民夫と考える長寿の未来フォーラム京都発

認知症のこれから
～本人と家族で考える、“幸せ”とは～～本人と家族で考える、“幸せ”とは～

主催

参加
無料
＊要事前申し込み

3 3月2024年 日日
開場：正午　開演：午後1時00分 / 終演予定：午後3時45分　※途中休憩あり

※認知症基本法とは、2023年6月に成立した共生社会を実現するための法律です。

京都市左京区岡崎成勝寺町9-1

みやこめっせ 地下1階「第1展示場A面」

木下 彩栄氏 京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 教授
京都大学 理事補(男女共同参画担当)

基調講演

元NHKアナウンサー
立命館大学 衣笠総合研究機構 客員研究員

三宅 民夫氏
コーディネーター

松本診療所（ものわすれクリニック）
理事長・院長　

松本 一生氏
パネリスト

公益社団法人 認知症の人と家族の会
代表理事

認知症の当事者同士が早い段階で出会い
集うことのできる『場』、「オレンジドア
ノックノックれもん」を夫婦で立ち上げる。

認知症当事者

鎌田 松代氏
パネリスト 伊藤 俊彦氏

妻・元子氏

パネリスト
認知症当事者

鈴木 貴美江氏
長女・祐三子氏

パネリスト

「京都府認知症応援大使」に任命され、
講演活動なども行っている。

テーマ「認知症 これからの医療」テーマ「認知症 これからの医療」

参加申し込み用
2次元コード
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元NHKアナウンサー
立命館大学 衣笠総合研究機構 客員研究員

1983年大阪歯科大学を卒業し歯科医師になる。高齢者や認知症の訪問歯科診療を目指す
が、当時の社会ではそのような活動への理解に乏しく、医師免許を取得するために関西医
科大学に再入学。医学部を卒業してからは認知症を専門とする精神科医を目指し、30年ほ
ど前に実家である松本診療所に老人デイケアを開設。スタッフと共に先駆的な活動に取り
組む。現在は小さな診療所を開設。パーキンソン病の妻の介護をしながら、認知症を専門と
するメンタルクリニックを続けている。

1943年北海道生まれ。北海道大学大学院工学研究科修了。1972年に妻・元子さんと結婚。
北海道教育大学教授として地質学、鉱物学を教育・研究。退官後、娘が暮らす京都に転居した
が、翌年68歳の時に認知症と診断される。当初は「わけのわからない自分になるのでは」と、
不安のなか苛立つ日々が続いたが、受診した洛南病院でのテニス教室に参加し、先人たちと
の出会いや交流もあり徐々に気持ちが変化。「先の自分に不安を持たず、認知症とうまくつき
あう」と心に決め穏やかに過ごしている。2018年に開設された京都認知症総合センター・カ
フェほうおうで開催している「オレンジドアノックノックれもん」にて妻と一緒に訪れる人々の
相談に乗っている。2023年には大学時代の研究の功績が認められ瑞宝中綬賞を受章した。

認知症の当事者同士が早い段階で出会い
集うことのできる『場』、「オレンジドア
ノックノックれもん」を夫婦で立ち上げる。

パネリスト

まつもと　 いっしょう

いとう　    としひこ

すずき　    　　きみえ

もとこ

ゆみこ

パネリスト

松本 一生

松本診療所(ものわすれクリニック) 理事長・院長／
大阪市北エリア連携型認知症疾患医療センター 院長／
大阪公立大学大学院 生活科学研究科 客員教授／
日本認知症ケア学会 総務担当理事

1956年佐賀県生まれ。看護師として、大学病院や特別養護老人ホームなどで勤務。1981年、
義父が脳内出血を起こし、在宅介護のため離職。その経験から復職後は在宅看護分野で働
く。2004年以降、佐賀の両親、京都の義母が認知症の診断を受け、認知症介護と向き合うよ
うになった。2007年より認知症の人と家族の会 理事、2023年6月に代表理事に就任。

公益社団法人 認知症の人と家族の会 代表理事

かまだ　　 まつよ
パネリスト

鎌田 松代

みやけ　　 　たみお
コーディネーター

三宅 民夫
1952年名古屋市生まれ。1975年ＮＨＫ入局。岩手、京都勤務を経て、1985年東京アナウ
ンス室へ。『おはよう日本』『紅白歌合戦』など、さまざまな番組の進行役を担当する。その
後、日本のこれからを考える多人数討論番組で長年にわたり司会をすると共に、『ＮＨＫ
スペシャル』キャスターとして「戦後70年」や「深海」など大型シリーズも担ってきた。2017
年にＮＨＫを卒業し、フリーに。現在は、『鶴瓶の家族に乾杯』＜総合テレビ＞の語りなど
を務めている。著書に『言葉のチカラ』(NHK出版)。

ほか、ご連絡事項

NHK厚生文化事業団「長寿の未来フォーラム」係

FAX申し込み欄 切り取らずにこのまま送信ください。

https://www.npwo.or.jp/info/29048

03-3476-5956 おかけ間違いのないようにご注意ください。

右の2次元コードからもお申し込みが可能です。

ホームページにアクセスいただき、「申し込みフォーム」よりお申込みいただくか、はがき・FAXでも申し込みができます。

ホームページにアクセスいただき、「申し込みフォーム」よりお申し込みください。

※【オンライン参加型】にあたっての詳細は、上記ホームページをご確認ください。
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【オンライン参加型】

【会場参加型】

問い合わせ

みやこめっせ 地下1階「第1展示場A面」(京都市左京区岡崎成勝寺町9-1）

https://www.npwo.or.jp/info/29048 右上の2次元コードからもお申し込みが可能です。ホームページ

はがき：
送り先：

〒150-0041 東京都渋谷区神南1-4-1 第七共同ビル
NHK厚生文化事業団「長寿の未来フォーラム」係

※メールアドレスをお持ちの方は必ずご記入をお願いいたします。荒天の影響などにより、開催内容・方式が変更になった場合の連絡などに使用する場合がございます。
※同行者の住所が異なる場合は、それぞれの住所へ入場整理券を郵送します。
※車いすをご利用の場合や、個別の対応が必要な場合など連絡事項がある場合は、その旨もご記入ください。

【会場参加型】にあたって
・2月19日以降、順次、入場整理券（1枚で1人入場可）を封筒に入れて郵送します。お1人ずつ事前申し込みが必要です。
・入場整理券はご本人様のみに有効であり、譲渡や転売は固くお断りします。
・会場内での喫煙、ビデオ・写真などの撮影や録音はご遠慮ください。
・ロビーではお飲み物（アルコールを除く）はお召し上がりいただけますが、客席での飲食はご遠慮ください。
・客席の様子が放送・配信される場合があります。
・荒天の影響などにより、【会場参加型】を取り止める場合があります。その場合は、本フォーラムのホームページ等でお知らせいたします。

⑴お名前・ふりがな ⑵郵便番号・住所 ⑶電話番号 ⑷メールアドレス（ある方のみ）⑸参加人数（最大2名まで）⑹同行者名 ⑺同行者の住所が異なる場合は、
同行者の郵便番号・住所・電話番号・メールアドレス（ある方のみ）をご記入のうえ、2月26日までに届くように下記までお送りください。

はがき・FAX

FA X：03-3476-5956

同
行
者
様

電話 03-5728-6633 (平日 午前10時~午後5時) メール event5@npwo.or.jp  ※件名に「長寿の未来フォーラム」と入れてお問い合わせください。

※先着順に受け付け、定員に達し次第締め切ります。
※個人情報は適切に管理し、本フォーラムについての連絡のみに使用いたします。参加申し込みについて

（認知症当事者）伊藤 俊彦
妻・元子

1939年群馬県高崎市生まれ。結婚を機に京都に移住し、夫が立ち上げた呉服工房で経理を
担当。56歳のときに義母が認知症、夫が2度の脳梗塞で高次脳機能障害に。家業を引き継い
だ娘の祐三子さんとともに二人の介護を担う。義母と夫が亡くなると、貴美江さん自らも75
歳で認知症の診断を受け、意欲をなくし引きこもるようになる。しかし、主治医の勧めで認知
症カフェの手伝いをするようになってから、自信と元気を取り戻す。現在は、畑仕事をしたり、
様々な認知症カフェで得意のドリップコーヒーをふるまったりするなど活動的な日々を送り、
2022年には「京都府認知症応援大使」に任命され、講演活動なども行っている。

パネリスト

（認知症当事者）鈴木 貴美江
長女・祐三子

「京都府認知症応援大使」に任命され、
　講演活動なども行っている。

三宅民夫と考える長寿の未来フォーラム
京都発 認知症のこれから認知症のこれから

～本人と家族で考える、“幸せ”とは～～本人と家族で考える、“幸せ”とは～
3 3月2024年 日日

開場：正午　開演：午後1時00分 / 終演予定：午後3時45分　※途中休憩あり

きのした　  あやえ

木下 彩栄
1989年京都大学 医学部卒業。京都、奈良、東京の病院で脳神経内科の研修後、1994年京都
大学大学院博士課程進学、1998年医学博土取得。2000年～2003年に米国へ認知症の研究
留学をして、帰国後は、京都大学で特任助教授としてアルツハイマー病の基礎研究を継続し、
2005年より現職。現在、コメディカルの教育に携わるとともに、在宅医療、認知症の臨床研究
を行う。京大病院ではもの忘れ外来を担当。京都市の長寿すこやかセンター嘱託医も兼務。日
本認知症学会 理事、広報委員長。神経内科専門医、認知症専門医。

京都大学大学院医学研究科 
人間健康科学系専攻 教授／
京都大学 理事補(男女共同参画担当)

基調講演

参加申し込み用
2次元コード
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